
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「品川区学力定着度調査」の趣旨  
(1)学習指導要領に示された教科の目標や内容の実現状況を把握し、教育課程や
指導方法等に関わる区の課題を明確にすることで、その充実・改善を図るとと
もに、区の教育施策に生かす。 

 
(2)各学校は、教育課程や指導方法に関わる自校の課題・解決策を明確にすると
ともに、調査結果を経年で把握することで、児童・生徒一人一人の学力の向上
を図る。 

 

(3)区民に対し、区立学校における児童・生徒の学力等の状況について、広く理
解を求める。 

令和６年度「品川区学力定着度調査」の結果から 
明らかになった課題と学力向上に向けた取組 

１ 調 査 日 令和６年４月１６日（火） 

 

２ 調査対象 品川区立学校 第２〜９学年の全児童・生徒 

 

３ 調査内容 

教科に関する調査 
  → 調査の趣旨に基づき、学習指導要領に定める内容について、基礎・基本および 

活用の力を測る問題で構成 
 

<第２・３学年> 国語、算数 
<第４〜５学年> 国語、社会、算数、理科 
<第 ６ 学年> 国語、社会、算数、理科、英語 
<第７〜９学年> 国語、社会、数学、理科、英語 

品川区立豊葉の杜学園 



結果の分析と課題 令和６年度 

＜国 語＞ 
第２学年の定着度調査結果 

 はなしをききとる かん字をよむ かん字をかく ことばの学しゅう ものがたりをよみとる せつめい文をよみとる 見たことをもとにはっぴょうする 文しょうをかく 

目標値 80.0 90.0 85.0 83.0 63.3 48.3 52.5 68.3 

校内結果 86.4 97.7 91.9 91.2 75.2 67.1 39.0 60.9 

第３学年の定着度調査結果 

 話を聞きとる かん字を読む かん字を書く ことばの学しゅう ものがたりを読みとる せ つ 明 文 を 読 み と る 作り方をせつ明する文しょうを書く  文しょうを書く 

目標値 71.7 90.0 76.7 72.5 65.0 75.0 50.0 60.0 

校内結果 88.3 95.7 87.6 80.6 68.8 78.0 50.0 58.2 

第４学年の定着度調査結果 

  

 

第５学年の定着度調査結果 

 話し合いの内ようを聞き取る 漢 字 を 読 む 漢字を書く 言 葉 の 学 習 物語の内ようを読み取る 説明文の内容を読み取る スピーチをする 文 章 を 書 く 

目標値 70.0 86.7 60.0 65.0 61.7 60.0 52.5 57.5 

校内結果 78.3 92.4 71.0 67.0 71.7 72.1 62.0 71.2 

第６学年の定着度調査結果 

 話し合いの内容を聞き取る  漢 字 を 読 む 漢 字 を 書 く 言 葉 の 学 習 物語の内容を読み取る 説明文の内容を読み取る 報告する文章を書く  文章を書く 

目標値 73.3 86.7 76.7 64.0 63.3 66.7 50.0 53.8 

校内結果 81.6 91.6 80.5 72.2 65.1 72.8 64.4 60.1 

第７学年の定着度調査結果 

 インタビューの内容を聞き取る 漢字を読む 漢字を書く 文法・語句に関する事項 説明的な文章の内容を読み取る 文学的な文章の内容を読み取る 報告する文章を書く  文章を書く 

目標値 65.0 86.7 51.7 60.0 63.3 51.7 51.7 50.0 

校内結果 70.5 91.3 46.9 69.0 78.5 57.7 58.2 55.3 

第８学年の定着度調査結果 

 話し合いの内容を聞き取る  漢字を読む 漢字を書く 文法・語句に関する事項 説明的な文章の内容を読み取る 文学的な文章の内容を読み取る 報告する文章を書く 文章を書く 

目標値 68.3 83.3 66.6 63.7 58.7 56.2 50.0 58.7 

校内結果 71.1 94.4 72.7 60.9 69.8 64.0 42.8 58.9 

第９学年の定着度調査結果 

 発 表 の 内 容 を 聞 き 取 る 漢字を読む 漢字を書く 文 法 ・ 語 句 に 関 す る 事 項 説 明 的 な 文 章 の 内 容 を 読 み 取 る 文学的な文章の内容を読み取る 紹介する文章を書く 文 章 を 書 く 

目標値 68.3 63.3 60.0 73.8 65.0 65.0 65.0 60.0 

校内結果 75.8 76.8 62.7 78.5 72.3 70.7 75.4 57.2 

＊目標値とは、学習指導要領に示された内容について学んだ場合、設問ごとに正答できることを期待した児童・生徒の割合です。 

 話し合いの内ようを聞き取る 漢 字 を 読 む 漢 字 を 書 く 言 葉 の 学 習 物語の内ようを読み取る せつ明文の内ようを読み取る 調べたことをもとに文章を書く  文章を書く 

目標値 76.7 88.3 73.3 72.5 76.7 66.7 47.5 62.5 

校内結果 79.1 89.7 73.8 75.0 77.7 68.4 47.3 58.8 

課題の原因と身に付けさせたい力 
 本校の課題は、「文章を書く」「文法・語句に関する事項」の２点です。原因としては、無回答や題意に沿って自分の考え

を解答できていない児童・生徒が全体の２割いること、文法問題の形式に慣れていないことが挙げられます。そこで、ルール

などを中心とした書くことの技能と、問題を正確に読み取る力を身に付けさせていきます。 

課題解決のための具体的な方策 
言葉を使う上で基本となる文法事項について既習の内容を活用できるよう日常的に確認をし、児童・生徒が意識できるよ

うにします。また、国語の授業においては、指定された条件を満たす文章を書く機会を通して、明確な判断基準で児童・生

徒自身が評価できるようにします。条件を満たすというスモールステップをクリアすることで、書くことへの苦手意識を軽

減させ、正しい文法が身に付くようにします。 

≪前期課程≫ 

第１、２学年では「て・に・を・は」を文章中で正しく使えるようにする。 

第３、４学年では継続的に日記や短作文を書くことで、文章を書くことに慣れるようにする。 

第５、６学年ではテーマに沿った短作文を通して自分の考えを書いて伝える力をつける。 

全ての学年において、読書の時間を確保し、豊かな語彙や表現に日常的に触れる機会を設ける。 

≪後期課程≫ 

第７～９学年では、根拠や表現の工夫を意識して書く。これらを重点とし、どの学年でも相手意識と目的意識を明確にして書

く活動に取り組めるよう、単元計画を立てていきます。そのために、発達段階に沿って以下の実践に取り組みます。 

①語彙を増やすとともに基礎基本の学力の定着を図る。 

②辞書を活用し、豊かな語彙や表現を育む。 

③主題や問題を正しく理解し、読み取ったことや自分の考えを書く。 

④自分の考えをまとめる力を高めるために、授業の振り返りを継続的に書く。 

⑤伝えたいことを分かりやすく表現するため、接続の言葉や文法などを意識して書く。 

⑥構成や書き方など指定の条件に着目してお互いの文章を読み、改善点を伝え合う。 

⑦目的や意図に応じて構成や表現を工夫する。 

成果指標 
「文章を書く」「言葉の学習／文法・語句に関する知識」について、それぞれ目標値を５ポイント以上、さらに区の平均正答

率を上回る。 

結果概要 
 「文章の読解」については、物語・説明文ともに目標値を上回りました。内容を読み解く力は全学年において身に付いてきていると言

えます。また、「漢字を読む」「漢字を書く」に関してはほとんどの学年で目標以上の正答率となりましたが、「漢字を書く」について

は、課題が残る学年もありました。また、昨年度からの課題であった「文章を書く」については、目標値に届かない学年もあり、自分の

考えを文章にまとめる力に課題があると考えられます。 

「３つの資質・能力」「基礎・活用」の結果からの分析 

 各学年の観点別正答率から、「知識・技能」においては、全学年が６割以上を達成できて

いると同時に、ほとんどの学年が目標値を上回る結果となっています。「思考・判断・表現」

においても、全学年が目標値を上回っています。「基礎」よりも「活用」において、５年、６

年では目標値を大きく超え、学んだことを効果的に活用することができています。 

 一方で、「主体的に取り組む態度」では２年、４年、８年が目標値を下回る結果となりまし

た。他の学年においても目標値を超えていますが、大きく伸びているわけではありません。

また、ほとんどの学年で５割から６割前後にとどまり、「知識・技能」「思考・判断・表現」

と比べると、数値が低いのが課題です。「主体的に学習に取り組む態度」を育むために、児

童・生徒の興味関心を引き出せるような授業づくりを心がけ、数値の向上に努めていきます。 

 全体として、「３つの資質・能力」をさらに伸ばしていけるよう、今年度は、基礎の力を確

実に定着させ、書く活動を通して、活用力を向上させていきます。 
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結果の分析と課題 令和６年度 

＜算 数・数 学＞ 
第２学年の定着度調査結果 

 １２０までのかず た し ざ ん ひ き ざ ん ３つのかずのけいさん  か た ち な が さ ・ か さ と け い えをつかったグラフ  

目標値 87.9 71.7 71.7 72.5 70.0 80.0 77.5 75.0 

校内結果 95.2 79.7 80.2 79.7 87.4 89.1 87.4 77.6 
 

第３学年の定着度調査結果 

 10000 までの数  たし算・ひき算 か け 算 三角形と四角形 はこの形 長 さ ・ か さ  時こくと時間 ひょうやグラフ 

目標値 76.0 77.5 80.0 87.5 60.0 73.0 75.0 80.0 

校内結果 83.4 79.5 89.8 88.8 67.7 69.8 80.3 83.5 
 

第４学年の定着度調査結果 

 大きい数・小数・分数  たし算・ひき算 か け 算 わ り 算 □を使った式 円と球・三角形 長さ・重さ 時こくと時間 表とぼうグラフ 
目標値 70.0 77.5 56.3 70.0 73.3 76.7 78.3 80.0 66.7 

校内結果 75.0 83.5 60.4 69.1 76.6 77.0 79.8 84.6 67.7 
 

第５学年の定着度調査結果 

 億と兆・概数の表し方  わり算・計算のきまり  小 数 分 数 い ろ い ろ な 形 面 積 角の大きさ 変わり方調べ  簡単な場合についての割合 折れ線グラフと表 
目標値 66.3 60.0 75.0 68.3 66.7 51.7 75.0 50.0 68.3 53.8 

校内結果 70.4 65.9 76.6 79.0 63.8 61.2 84.2 57.6 79.0 62.5 
 

第６学年の定着度調査結果 

 整数の仲間分け 分数と小数 小数の計算 分数の計算 多角形と円・合同 面 積 立体と体積 比例・単位量あたりの大きさ 割 合 円グラフや帯グラフ・平均 

目標値 63.3 65.0 55.7 70.0 77.5 55.0 68.3 66.3 47.5 48.3 

校内結果 69.0 72.4 63.7 74.1 86.5 64.4 73.2 79.0 48.9 51.0 
 

第７学年の定着度調査結果 

 
小数・分数の計算 整 数 の 性 質 文 字 と 式 面 積 と 体 積 平 面 図 形 

単位量あたりの 

大きさ 
百 分 率 比と比例・反比例 平 均 ・ 場 合 の 数 資料の活用 

いろいろな 

グラフの読み取り 

目標値 72.1 67.5 67.5 68.3 67.5 60.0 43.3 60.0 65.0 53.3 57.5 

校内結果 78.1 76.4 67.8 72.9 72.5 74.6 43.7 71.7 76.3 51.7 63.4 
 

第８学年の定着度調査結果 

 正の数・負の数 文字式 １次方程式 比例・反比例 平面図形 空間図形 資料の散らばりと代表値 
目標値 72.0 50.0 62.5 47.5 67.5 53.8 53.3 

校内結果 79.4 55.6 63.4 50.7 69.7 58.9 51.4 
 

第９学年の定着度調査結果 

 式 の 計 算 連立方程式 1 次 関 数 図形の性質 証 明 確 率 データの分布 

目標値 56.0 53.0 57.2 70.0 35.0 63.8 48.3 

校内結果 63.1 57.0 64.2 73.2 38.7 66.9 69.5 

 

課題の原因と身に付けさせたい力 
本校の課題は、算数・数学の「基礎的な能力」です。原因としては次のことが挙げられます。 

・基礎的な計算の方法が身に付いていない。 
・概念や公式がなぜそうなるのか、納得できていない。 
・自分の解いたプロセスの振り返りが十分ではなく、同じ間違いを繰り返す。 
・何が分からないか、どこでつまずいているかが分からない。 
・頭の中で考えたり、計算したりして、途中式や考え方を書かない。 
そこで、全学年において途中式や計算のプロセスを大切にして、問題を解く上で「基礎的な能力」を身に付けさせていきます。 

解決のための具体的な方策 
「基礎的な能力」を身に付けさせるために、前期・後期課程共に、次の点を意識して指導します。 

① 概念や公式などを教える際には、単に教え込むのではなく、「どうしてそのようになるか？」を児童・生徒に問い、数学的

な見方、考え方を働かせて、協働的・対話的な授業を通して、「分かった」と実感できる授業を行います。 

⇒具体的には、発達段階や習熟度に応じて、具体物や模型、ＩＣＴを使うなど教材の工夫を行います。また、１つの問題に対

して、児童・生徒の多様な考えを拾い上げ、全体にフィードバックしながら練っていくなど、授業の展開を工夫していきま

す。そして、「具体」から「一般」へと学びを深化するなど授業改善を日々行っていきます。 

② 自分の解いたプロセスを振り返らせ、どこで、何が原因で間違えたかに気付き、正しく直すことを指導していきます。 

⇒具体的には、簡単な計算でも結果のみを書かせるのではなく、一つ一つの段階を途中式や図、表などで考え方を書かせ、数

学的な見方・考え方を視覚化させていきます。また、誤答例を取り上げ、どこでつまずいているかを考えさせていきます。 

成果指標 

「基礎」の観点について、全学年において、区の平均正答率を上回る。 

結果概要  
令和５年度の課題であった「基本的な計算」の問題については、全学年で目標値や、全国の平均正答率を上回り、第2、７、８，

９学年では区の平均正答率を上回りました。しかし、他学年は、区の平均正答率を下回る結果となりました。教科全体の正答率は、

全学年、全国の平均正答率を上回る結果となりました。 

教科全体の正答率で昨年と比較すると、第２、７、９学年では区の平均正答率を昨年度より大きく上回り、その他の学年では区の

平均正答率との差が小さくなったため、学力が向上していることがいえます。 

「３つの資質・能力」「基礎・活用」の結果からの分析 

各学年の観点別正答率は「知識・技能」においては、全学年で目標値を上

回りましたが、第 8 学年が、「思考・判断・表現」９％、「主体的に学習に

取り組む態度」1％目標値を下回りました。しかし、区の平均正答率との差

が、昨年度より小さくなっています。「基礎」と「活用」の観点において

は、第 8 学年の「活用」が 3.8％目標値を下回りました。「基礎」の区の正

答率と比較すると、第 2、7、8、9 学年で上回りましたが、他は下回りま

した。このことから、前期課程では、算数の基礎的な能力を定着させる必

要があります。 
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結果の分析と課題 令和６年度 

＜社 会＞ 

第４学年の定着度調査結果 

 市 の 様 子 工 場 の 仕 事 買 い 物 調 べ 店ではたらく人 安全なくらしー火事 安全なくらしー事故や事件 市の様子の移り変わり くらしの移り変わり 

目標値 67.0 75.0 65.0 75.0 76.3 56.7 51.7 70.0 

校内結果 64.5 86.7 63.8 76.3 63.6 53.9 40.1 57.8 

第５学年の定着度調査結果 

 都 道 府 県 の 様 子 く ら し を さ え る 水 ご み の し ょ り と 利 用 自然災害からくらしを守るー地震  先 人 の 働 き 特 色 あ る 地 域 の 様 子 

目 標値 60.0 68.0 69.0 70.0 58.3 53.3 

校 内 結 果 71.2 59.6 69.8 68.5 56.9 62.3 

第６学年の定着度調査結果 

 世界の中の国土 日本の国土と人々のくらし  日本の農業 日本の水産業 日本の食料生産 自動車をつくる工業 日本の工業生産 情報を生かした産業 自然環境と国民生活 

目標値 76.7 56.7 65.0 60.0 53.8 65.0 75.0 66.3 60.0 

校内結果 75.9 56.3 64.9 79.3 56.0 65.5 76.4 66.7 70.1 

第７学年の定着度調査結果 

 日本国憲法 日本の政治 縄文時代～平安時代  鎌倉時代、室町時代 安土桃山時代、江戸時代 明治時代～昭和時代 世界の中の日本 

目 標 値 66.7 58.3 33.0 43.3 51.7 62.1 56.3 

校内結果 65.2 55.8 32.3 38.9 52.7 63.1 51.1 

第８学年の定着度調査結果 

 世 界 の 姿 日 本 の 姿 世界各地の人々の生活と環境 世界の諸地域 縄文時代～古墳時代  飛鳥時代～平安時代  中世の日本 

目 標 値 53.3 48.3 47.5 48.0 52.5 58.8 47.9 

校内結果 47.6 38.1 38.3 48.9 50.4 50.4 47.5 

第９学年の定着度調査結果 

 日本の地域的特色と地域区分 日本の諸地域 地域調査の手法 ヨーロッパ人との出会いと全国統一 江 戸 時 代 明 治 時 代 

目 標 値 50.0 57.5 65.0 53.0 53.0 46.0 

校内結果 52.0 51.9 62.7 53.1 44.2 41.4 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

課題の原因と身に付けさせたい力 

本校の課題は「基礎」の定着です。原因には次のようなものが考えられます。 

・基本的用語の定着が不足している。 

 ・知識を関連付けて習得できていない。 

 ・知識の定着を確認する小テストへの意欲が低い。（事前に復習をしてこない児童・生徒が多い。） 

 ・社会科を家庭学習で取り組む習慣がない。（定期的に既習事項を復習する機会が少ない。） 

 ・学んだことをアウトプットする経験が不足している。（白地図やレポート、社会科新聞などにまとめる活動） 

 そこで、問題を解決するために、必要な知識や事実を求める力、情報を的確に読み取る力を身に付けさせます。 

課題解決のための具体的な方策 

義務教育学校のよさを生かし、社会科として以下の力を身に付けさせていきます。 

《前期課程》 

①必要な知識（用語）を明確化してフラッシュカード等を実施し、確実な定着を図る。また、繰り返し取り組むようにする。 

〈知識の定着〉 

②資料の読み取りの時間を十分に確保し、必要な情報を読み取る力を身に付けさせる。また、話し合い活動等で、正確に読み

取ることや読み取ったことを表現する力を身に付けさせる。〈知識の定着・活用〉 

③重要語句を用いて学習感想（まとめ・振り返り）を書くようにし、知識を関連付けてまとめ、それを活用する機会をつくる。 

〈思考・判断・表現、活用〉 

《後期課程》 

①評価規準を明確にした上で小テスト・レポート等を行い、意欲的に取り組めるようフィードバックを図る。また、小テスト

をまとめたテストを行い、繰り返し問題に取り組み、着実に知識を定着させる。〈知識の定着・活用〉 

②社会科の学習の機会を確保するため、定期的にワークを宿題に出したり、長期休業中の課題として白地図やレポートなどに

取り組む機会を設けたりして、学んだことをアウトプットさせる。〈主体的に学習に取り組む態度・活用〉 

③資料活用の際、話し合い活動や個人で考察する時間を設け、必要な情報を正確に読み取り、表現する力を身に付けさせる。 

〈思考・判断・表現〉 

結果概要 

令和５年度の課題であった『知識・技能』の定着においては、前期課程の第５、６学年で目標値、区、全国の平均正答

率の全てを上回りました。しかし、前期課程の第４学年、後期課程の全学年では、全てを下回る結果となりました。 

もう一つの課題であった『基礎的な力』の定着においては、前期課程第６学年で目標値、区、全国の平均正答率の全て

を上回り、前期課程の第５学年で全国の平均正答率を上回りました。しかし、前期課程の第４学年、後期課程の全学年

は、すべてを下回る結果となりました。 

成果指標 
全学年の「知識・技能」について、目標値を上回る。 

全学年の「基礎」について、目標値を上回る。 

「３つの資質・能力」「基礎・活用」の結果からの分析 

 各学年の観点別正答率では、第５、６学年が目標値を全ての観点で上回りました。第７学年は「主体的に学習に取

り組む態度」の観点で目標値を上回りました。 

 各学年の基礎・活用の観点からみた正答率では、第６学年が「基礎」と「活用」の観点で目標値を上回りました。

第５、７学年では、「活用」の観点が目標値を上回りました。 

今年度は「基礎」の定着に努めていく必要があります。 
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結果の分析と課題 令和６年度 

＜理 科＞ 

第４学年の定着度調査結果 

 
身 近 な 自 然 観 察 植 物 の 育 ち 方 こ ん 虫 の 育 ち 方 

こん虫の  

か ら だ の つ く り 
太陽と地面の様子  光 の 性 質 

風 や ゴ ム の 

は た ら き 
音 の 性 質 電 気 の 通 り 道 

じ し ゃ く の 

せ い し つ 
物の重さ 

目標値 7 0 . 0 5 3 . 3 8 5 . 0 6 2 . 5 6 4 . 0 6 8 . 3 4 8 . 3 6 2 . 5 4 5 . 0 3 0 . 0 5 8 . 3 

校内結果 6 8 . 4 4 3 . 3 7 0 . 2 4 9 . 5 5 7 . 4 6 4 . 2 4 3 . 6 4 5 . 7 3 9 . 4 1 8 . 6 5 0 . 4 

第５学年の定着度調査結果 

 
１年間の 

植物の成長 

１年間の 

動物の様子 
天気の様子と気温 電気のはたらき 

動物のからだの 

つくりと運動  
月と星 物の体積と力 物の体積と温度 

雨水のゆくえと 

地面の様子 
水のすがた 自然の中の水 

物 の 

あ た た ま り 方 

目 標値 8 5 . 0 7 5 . 0 5 2 . 5 4 7 . 5 6 0 . 0 7 3 . 3 5 2 . 5 7 3 . 3 62.5 5 1 . 3 5 0 . 0 6 5 . 0 

校内結果 9 4 . 6 6 6 . 8 6 0 . 9 4 7 . 3 5 3 . 3 7 4 . 6 6 0 . 3 7 8 . 6 66.3 5 2 . 2 5 2 . 9 7 0 . 3 

第６学年の定着度調査結果 

 
天気の変化 

植物の 

発芽と成長 
魚の誕生 花のつくりと実 流れる水の働き 人の誕生 ふりこのきまり 物のとけ方 電流の働き 顕微鏡の使い方 

目標値 5 6 . 3 7 3 . 8 5 6 . 7 5 1 . 7 6 1 . 7 8 2 . 5 5 6 . 7 5 5 . 0 6 1 . 7 6 0 . 0 

校内結果 6 1 . 5 7 8 . 4 7 4 . 3 5 3 . 3 6 9 . 0 6 2 . 6 6 3 . 2 6 7 . 4 6 1 . 7 6 0 . 3 

第７学年の定着度調査結果 

 物の燃え方 
動 物 の か ら だ の 

つ く り と は た ら き 

植物のからだの 

つくりとはたらき 
生物とかんきょう 月と太陽 大地のつくりと変化 てこのはたらき  水よう液の性質 電気の利用 

目 標 値 7 5 . 0 ５９．０ ５８．３ ６８．０ ７５．０ ６１．７ ７３．３ ５３．３ ４０．０ 

校内結果 ８０．０ ６５．８ ６４．３ ７０．９ ８２．８ ７１．３ ８７．４ ５０．５ ３２．９ 

第８学年の定着度調査結果 

 植物の分類 動 物 の 分 類 
身のまわりの  

物質とその性質 
気体の性質 水溶液の性質 物質の状態変化  光の性質 音の性質 力の性質 火山 地層 地 震 

目 標 値 ７０．０ ５５．０ ５５．０ ５６．７ ６１．７ ５５．０ ６６．７ ４５．０ ６７．５ ５７．５ ５５．０ ５０．０ 
校内結果 ５６．９ ４０．７ ５１．２ ５５．８ ４６．８ ５１．１ ６７．２ ３７．３ ７３．０ ５５．６ ５１．６ ４６．８ 

第９学年の定着度調査結果 

 
物質の 

成り立ち 
化学変化 

化学変化と 

物質の質量 

生物と 

細 胞 

植 物 の か ら だ の 

つ く り と は た ら き 

動物のからだの  

つくりとはたらき  
気象の観測 

前線の通過と 

天気の変化 

日本の  

気象 

電 流 の 

性 質 

電流と 

磁 界 

電流の 

正 体 

目 標 値 55.0 56.3 57.5 5 7 . 5 6 3 . 3 6 1.3 52.5 45.0 46.7 5 5 . 0 5 0 . 0 4 8.3 

校内結果 46.2 47.7 56.3 5 9 . 2 5 8 . 0 5 7.2 57.4 47.5 50.7 5 3 . 3 5 9 . 2 4 9.5 

  

 

 

課題の原因と身に付けさせたい力 

本校の課題は「知識・技能」です。原因としては次のことが考えられます。 

第７学年では水溶液の性質や電気の利用の単元、第８学年では、特に植物や動物の分類、水溶液の性質の単元の正答率が低いで

す。第９学年では、物質の成り立ち、化学変化の正答率が低く、粒子領域の理解ができていません。特に生物単元については、知識

を活用して思考を深める問いに苦手意識が見られます。馴染みの少ない生物名に考えることをあきらめる傾向が見られます。 

第４学年、第５学年、第６学年ともに、生物の中でとりわけ触れ合う経験の少ない動物への知識・理解が低いです。 

全校を通して、今後も知識を活用して科学的に探究する力を身に付けさせたいです。 

課題解決のための具体的な方策 

『知識・技能』の定着のために、実際の体験とともに観察・実験の充実が必要だと考えられます。 

前期課程において、生物については触れ合う機会を増やすのが難しくとも、実際に自分の体と比較しながら観察した結果をまとめ

るなどの学習が必要だと考えられます。また動物園や水族園が提供している動画資料なども積極的に活用します。 

後期課程において、化学単元の班での実験で基本操作を全体で確認する時間をもち、目的意識をもって実験を進める必要性があり

ます。知識を活用して多面的に考えたり、粘り強く問題に正対したりする習慣を付けさせること、学習が日常生活に関わることを実

感させます。 

結果概要 
令和５年度の課題であった『知識・技能の定着』については第５，６，７学年が目標値を達成しています。しかし、第４

学年、９学年では、すべての観点で目標値を少しずつ達成することができませんでした。 
もう一つの『生命・地球領域についての理解が不十分』という課題については、改善が見られました。 

 
 

成果指標 
全学年の「知識・技能」について、目標値を上回る。 

全学年の「基礎」について、目標値を上回る。 

「３つの資質・能力」「基礎・活用」の結果からの分析 

各学年の観点別正答率です。「３つの資質・能力」について第５、６、７学年は目標値を

上回りました。各学年の基礎・活用の観点からみた正答率では、「基礎」の観点では第

５、６、７学年が目標値を上回りました。「活用」の観点では、第５、６、７、９学年が

目標値を上回りました。「思考・判断・表現」「活用」においては５～６％ほど上回って

いるのに対し、知識・技能はほぼ目標値と同じ値となっています。 

このことから、今年度は、「知識・技能」の定着に努めていく必要があります。 
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結果の分析と課題 令和６年度 

＜英 語＞ 

第６学年の定着度調査結果 

 単語の意味理解（聞く） アルファベットの読み（聞く） アルファベットの夏季（聞く） 日常会話の理解（聞く） 会話全体の理解（聞く）  英文の読み取り（聞く） 単語の読み 英文の完成 英 作 文 

目標値 75.0 70.0 75.0 72.5 71.7 76.7 81.7 66.0 75.0 

校内結果 84.1 67.5 88.1 77.4 82.2 93.1 94.6 74.9 77.0 

 

第７学年の定着度調査結果 

 単語の意味理解（聞く） アルファベットの読み（聞く）  アルファベットの夏季（聞く） 日常会話の理解（聞く） 会話全体の理解（聞く） 英文の読み取り（聞く） 単 語 の 読 み 英文の完成 英 作 文 

目標値 80.1 85.0 68.8 53.8 70.0 76.7 71.3 67.1 78.0 

校内結果 88.0 94.9 81.3 60.7 80.5 77.1 83.7 73.3 83.5 

 

第８学年の定着度調査結果 

 リスニング 

（ 内 容 理 解 ） 

リスニング  

(対話文応答) 

リスニング  

（様々な英文の聞き取り） 

語形・語法の 

知識・理解 

語彙の 

知識・理解  

さまざまな 

英文の読み取り 

長文の 

読み取り 

単語の並べ替えによる  

英作文  

場面に応じて書く  

英作文  

情報に基づいて書く 

英 作 文 

３文以上の 

英作文 

目標値 80.0 51.3 57.5 58.8 87.5 43.8 52.5 42.5 25.0 30.0 41.7 

校内結果 87.6 66.9 70.6 73.6 93.7 50.2 63.7 63.9 39.7 55.6 53.4 

 

第９学年の定着度調査結果 

 

 

 

 リスニング 

（ 内 容 理 解 ） 

リ ス ニ ン グ 

( 対 話 文 応 答 ) 

リスニング 

（様々な英文の聞き取り） 

語形・語法の 

知 識 ・ 理 解 

語 彙の 

知 識 ・ 理 解 

さ ま ざ ま な 

英 文 の 読 み 取 り 

長文の 

読 み 取 り 

単語の並べ替えによる  

英 作 文 

場 面 に 応 じ て 書 く  

英 作 文 

３文以上の 

英 作 文 

目標値 61.7 48.8 35.0 65.0 75.0 51.3 45.0 50.0 25.0 40.0 

校内結果 77.7 58.3 46.5 78.7 78.9 56.3 48.9 67.8 17.3 37.8 

課題の原因と身に付けさせたい力 

前期課程の課題は、基礎の定着です。観点別正答率では、すべて区平均を下回っています。領域別正答率で見ると、区の平均

正答率と比べ、「読むこと」が 3.5 ポイント下回っており、基礎定着の不十分さが日常会話や会話理解の困難さにつながってい

ると考えられます。 

後期課程の課題は、活用力をもう一段階上方に引き上げることです。８・９年生においては、領域別正答率では全て目標値・

区平均・全国平均を上回っており昨年に比べると一定の成果をあげましたが、９年の「活用」のみ区平均を下回っています。 

課題の原因は以下のことが考えられます。 

・生徒の学習課題：家庭学習の習慣が身に付いておらず、授業で得た知識を反復し使える技術につなげることができない。 

・授業内活動の課題：英作文や発話練習など知識を活用する活動が少ない。 

成果指標 
 「活用力」「主体的に学習に取り組む態度」「思考・判断・表現」において、目標値を上回る。 

 

結果概要  
令和5年度の課題であった、「活用力を定着させること」については、全て目標値や全国平均を上回ることができました。授業内で取

り組んだリテリングや、パターン英作文などの活動が一定の効果を奏した結果であると考えます。 

課題解決のための具体的な方策 
≪前期課程≫ 

 問題の内容別正答率では、「アルファベットの読み」「日常会話の理解」「会話全体の理解」「英作文」が区の平均正答率を下

回っています。そのため、授業内でリスニングの機会を増やし、音声を聞いて簡単な語句や基本的な表現を理解することがで

きるようにします。また、簡単な会話の時間を授業に取り入れ、繰り返し学習することで定着を目指します。 

≪後期課程≫ 

後期課程では、授業内活動として昨年度に引き続き、リスニング活動に取り組むとともに、英作文やスピーキングテスト、

リテリングなどを実施します。これらの活動を通じて、inputした知識を自己表現の手段としてoutputできる能力の汎用を目

指します。また、十分な語彙力が「活用」には不可欠であり、単語の定着を目標にスパイラル学習を行います。テストやワー

クなどの紙面上での理解に留まらず、生徒自身の考えや思いを発信・共有する活動をこれからも取り入れていきます。 

 

「３つの資質・能力」「基礎・活用」の結果からの分析 

 各学年の教科の正答率、領域別正答率において、昨年度は 8 年生が「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態

度」で目標値・区平均を下回りましたが、今年度は全学年で「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り

組む態度」「基礎」「活用」の全ての観点が、目標値と全国平均正答率を上回りました。一方、６・７学年は全ての正答

率で区平均を下回る結果となりました。 

観点別正答率においては、第７学年の「知識・技能」「思判表」、第９学年の「主体的に学ぶ態度」の定着が区平均と

比べて約 1 ポイント下回りました。特に９学年の「書くこと」の内容別正答率では最大 7.7 ポイント下回り、「読むこ

と」「聞くこと」よりも顕著な結果を示しました。 

一方、第８学年では、「観点別」「基礎・活用」全てにおいて目標値を上回り、着実に力を身に付けていることが見て

取れます。 

0
20
40
60
80

100

６
年

７
年

８
年

９
年

知識・技能

校内 目標値

0
20
40
60
80

100

６
年

７
年

８
年

９
年

思考・判断・

表現

校内 目標値

0
20
40
60
80

100

６
年

７
年

８
年

９
年

主体的に学習に

取り組む態度

校内 目標値

0
20
40
60
80

100

６
年

７
年

８
年

９
年

基礎

校内 目標値

0

20

40

60

80

６
年

７
年

８
年

９
年

活用

校内 目標値


